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遠藤周作を語る
修道女 ひよこ:マスール松井千恵先生に伺う
平成24年12月7日（金）10時30分～12時10分 於 白百合女子大学
マスール松井千恵先生 シャルトル聖パウロ修道女会 緑ヶ丘修道院
石井直人先生 白百合女子大学児童文化学科児童文学文化専攻 教授
（昭和女子大学日本語日本文学科 非常勤講師）
記録 笛木美佳 昭和女子大学日本語日本文学科 准教授
はじめに
遠藤周作「黄色い人」（「群像」昭3011）には、2つのエピグラフが冠せられている。第1エピグラフに
は（童話より）、第2エピグラフには（黙示録）と断り書きがある（注1）。このうち、第2エピグラフの出
典は聖書「ヨハネの黙示録」3章15節から16節であるが、第1エピグラフの出典は明らかにされていな
かった。ところが、白百合女子大学児童文化学科児童文学文化専攻教授石井直人先生から、出典と思わ
れる作品として、「赤い鳥」創刊号（大77）掲載の丹野てい子「日本人と西洋人と黒ん坊」（注2）をご教
示いただいたので、これをエピグラフの出典としてよいか、作品の読みにどのように活かしていけるのか、
井上万梨恵氏（遠藤周作学会所属）と共同研究を始めた。
その調査において難航を極めたのが、遠藤周作が「赤い鳥」を読んでいたか否かの確認であった。「日
本人と西洋人と黒ん坊」が掲載された「赤い鳥」創刊号は、大正7年に発行されたが、遠藤は大正12年
生まれなので、発行当時に読むことは不可能である。さらにこの作品はその後の「赤い鳥」、もしくは数々
出版された「赤い鳥」のオムニバス童話集には再録されていないので、意識的に手に取らぬ限り、目に触
れる機会がない。そこで、遠藤のエッセイ450強（平成24年12月現在）、対談集2冊、蔵書目録ほかを調
べていたが、「赤い鳥」について触れたものを見つけられなかったのである。
この状況下、石井先生のご紹介でマスール松井千恵先生からお話を伺う機会を得た。
マスール松井千恵先生は、シャルトル聖パウロ修道女会 緑ヶ丘修道院（白百合女子大学内）の修道女
でいらっしゃる。鼎談の冒頭、
私が遠藤さんにはじめてお会いしたのは、慶應義塾大学の仏文科の授業の時でした。終戦直後、慶應で
はじめて正式に女子に入学を許可した時で、第1回生ですから全学部あわせても女子は9人と、わずかな
人数でしたから、かなり目立つ存在だったのです。フランス語が好きだったので、仏文科の授業に顔を出
すと、早速遠藤さんに声をかけられました。その時からお話しするようになりました。
と語られたように、史学科学生ながら仏文科の授業にも参加され、遠藤周作と出会い、交友関係を続けら
れた方である。遠藤の『聖書のなかの女性たち』（昭3512、角川書店）の終章「秋の日記」の冒頭、「十月
某日（ひよこの話）」の「ひよこ」が松井先生である。また、「三田文学」88－99号（平2111）に「遠藤
周作 未公開書簡 友人である修道女への手紙（六通）」として掲載された書簡の受け取り主でもある。遠
藤との交友関係については、ご著書『ひよこのあゆみ』（平223、パロル舎）でも数多く触れておられる。
鼎談では、「黄色い人」のエピグラフの問題に絡めて、当時の少年少女の読書状況から推測できる遠藤
周作の読書の可能性、「三田文学」掲載の書簡の日付の誤記載の可能性について、遠藤周作との交友関係、
さらに『聖書のなかの女性たち』の「秋の日記」におけるキーワードの一つである「孤独」について伺った。
鼎 談
◇お話を始めるにあたって
笛木 私はキリスト教とはあまり縁のないところにおりま
して、先生とお呼びしてよいのか、マスールとお呼び
してよいのか……。
松井先生（以下、松井） 修道女のことを普通シスターと
呼んでいますが、遠藤さんはいつもフランス語でマス
ール（姉妹）と呼んで下さっていましたので、マスー
ルが……。でも、先生方や学生たちからも、「先生」と
呼ばれたり、「マスール」と呼ばれたりしていますか
ら、マスールでも、先生でも、どちらでも。
笛木 では、これからは 松井先生とお呼びします。遠
藤周作氏のことは遠藤先生とお呼びしてよいのか、それ
とも遠藤さんと……。
松井 遠藤さんが……。研究会などでは「遠藤はこう言っ
ています」とおっしゃる方もありますが、やっぱり私は
遠藤さんとお呼びしたいわ。
笛木 わかりました。では、遠藤さんで行きたいと思
います。よろしくお願いいたします。
さて、今日はご質問したいことが大きく分けて2つあ
ります。1つは石井直人先生に教えていただいて研究し
ている、「黄色い人」のエピグラフについてです。もう1
つは、「三田文学」88－99号（平2111）に掲載された、
先生宛の遠藤さんのお手紙についてです。
◇質問1「黄色い人」の第1エピグラフについて
笛木 「黄色い人」の第1エピグラフの出典について研究
しております。遠藤さんは「赤い鳥」創刊号の、丹野て
い子「日本人と西洋人と黒ん坊」を読んだのか、また丹
野てい子はどこからこの題材を得たのか、さらに新たに
ネイティブアメリカン（インディアン）のピマ族の神
話「よく焼けた人間」（注3）も内容が第1エピグラフに
似ていることがわかりましたので、それとの関係も併せ
て、井上万梨恵さんと追究しております。けれども、調
査が難航しておりますので、何かご存じのことがあれば、
先生に是非教えていただきたいと思います。
松井 「赤い鳥」は読んでいらっしゃったと思いますよ。
私の家にもありましたから。私は大正15年生まれ、遠
藤さんは大正12年、お兄様もいらっしゃいましたから、
遠藤さんの家にも「赤い鳥」はあったと思いますよ。
子どもの頃でそんなすぐ全部読めなくても、お母様に
読んでいただいたとか、きっと読んでいらっしゃると思
います。この時代、かなり多くの方に読まれていたよう
ですから。
私も表紙や「赤い鳥」という字、さし絵なども覚えて
いますもの。
笛木 実は、遠藤さんは6歳の頃から大連にいらしていて、
いくつかのエッセイに、お兄さんが「少年楽部」を取
っていたというのが出てきます。ですから、「少年楽
部」の他にも大連に送ってもらって、読んでいらしたか
もしれないのですけれども、遠藤さんの研究をしている
と、子どもの頃に何を読んでいらしたかということが、
殆どわかっていないですね。何か、お話しなさったこと
はございますか。
松井 なかったと思います。
このエピグラフのお話は、今回改めて「黄色い人」を
読んでみて、きちっと（童話より）と書いてあると気づ
きました。お話をもし読んでいらっしゃっても、それを
記憶していて、そのまま書かれたとは考えられないよう
な気がします。
でも、私もお話の内容は知っていました。何で読んだ
かは全然記憶がないのですけれど。初めは白くてダメだ
った、次は黒こげで、次がちょうどよかったなんて。日
本人はすばらしいんだ、ということで話を聞いた気がし
ます。いつ頃のことか覚えていないのですが、昭和のは
じめ、戦争中になりますが。特に敵を意識しているよう
なお話ではなく、優越感をもてということでもなく、
「日本人はすばらしいんだよ」と、子どもに希望をもた
せるつもりで、ほかから採って、ここにのせられたので
はないかと思います。私もこれを読んで、また、読んで
聞かせてくれた人も、「日本人はすばらしいんだよ」と
いうことを感じとったのではないかと思います。（注4）
笛木 有名なお話なのですね。
石井先生（以下、石井） マスールが、（童話より）とい
うこの話を知ったのは、遠藤さんを通してではないので
すか。
松井 お話として聞いて知ってはいましたけれど、遠藤さ
んを通してではなく、別のところでです。何か童話の本
があって、それが載っている……。作者の丹野さんや鈴
木三重吉の方から調べられませんか。
笛木 そちらの方は井上さんの担当で、どうも鈴木三重吉
が外国の本をたくさん持っていて、ネイティブアメリ
カンの神話も持っていたらしい、と突き止めて下さった
のです。
鈴木三重吉は自分で書いたものを、いろいろな人の名
前を使って載せると『日本児童文学大事典』（注5）に書
いてありましたが、県立神奈川近代文学館の目録（注6）
を確認すると、この「日本人と西洋人と黒ん坊」は丹野
てい子名義とはなっていないのです。鈴木三重吉が誰か
の名前を借りた場合は誰々名義と目録にあるのですけれ
ども、こちらの話は丹野てい子名義になっていないので、
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本人が書いたのかな、と思います。
あと、調べる方法としては、遠藤さんが大連で小学生
の時、先生が非常に作文指導を熱心になさる方だったそ
うです。ですから「赤い鳥」を読ませて、書かせる指導
をなさる先生だったのかもしれない、その先生の方から
調べることができるかもしれないと考えています。
石井 そのネイティブアメリカンの神話の本というのは、
どのようなものですか。
笛木 鈴木三重吉が自分の作品について書いた文章の中で、
KatharineB.Judsonのノースアメリカの民話と神話
の本を紹介し、「私の表現で再話したのです」と書いて
いるとのことです。（注7）
石井 洋書ですか。
笛木 洋書です。ピマ族の「よく焼けた人間」が入ってい
るか否か、確認中です。ピマ族のお話は、創造神である
魔術師が、粘土で人間を作って焼くもので、コヨー
テも出てきます。
石井 神さまではないのですね。
笛木 そうですね、キリスト教の神がイメージできる感じ
ではなくて、ピマ族を創ったネイティブアメリカンの
創造主です。
石井 この神話は話の骨格が似ているということですか。
文章的にいうと、「赤い鳥」の方が似ているということ
ですか。
笛木 はい、はるかに「赤い鳥」の方が似ています。
石井 とすると、やはり「赤い鳥」からなのでしょうか。
そのへんを見極めたいですね。
松井 「黄色い人」にも（童話）と書いてありますものね。
石井 たぶん、「よく焼けた人間」からだったら、（神話よ
り）とかになったでしょう。（童話より）ということは、
やはり「赤い鳥」に由来しているのでしょうね。
「赤い鳥」創刊号の目次を見ると、他の作品は創作童
話とあるじゃないですか、オリジナルの場合には創作と
つけているんですね。これはただ童話とあるので、何か
の再話じゃないかと考えられる。再話だから他の人の名
前（丹野てい子）ということもあるでしょうね。
松井 その頃の子どもが読んでいた『小学生全集』の中の、
どの本かに入っていないかしら。
石井 うん、アルスの『日本児童文庫』か、『小学生全集』
か、神話の巻がありますね。そのへんも当たってみる必
要があるかもしれないですね。
笛木 小学生向けの全集ですか。
石井 菊池寛が出していたんです。『小学生全集』という。
松井 歴史的な少し難しいのが青い背表紙で、赤い背表紙
の方が……。
石井 もっと小さい子向けの。
笛木 アルスというところから？
石井 それはライバルの方で、北原白秋鐵雄兄弟がやっ
ていたアルスの『日本児童文庫』と、興文社文藝春秋
の『小学生全集』が同じような全集で両方販売合戦をや
ってた。まあ、円本ブームの時代なので、子ども向けに
80冊位あるもの。
松井 歴史物語など、高学年向きのが青で。幼年向きの方
には、宮様のお歌なども載っていました。「サトウ ハ
／アマク オイシクテ／ギユウニユウ ナン カ ニ／
イレテ ノム」、澄宮様のお歌だったかしら。（注8）
石井 その時期なので、鑑のページをめくるとすぐに「宮
家の方々がご覧になっています」「天覧台覧の光栄を賜
はる」と、宣伝のためにあります。
松井 昭和のはじめから10年頃でしょうか、全国的とま
でいかないとしても、かなり多くの人に読まれていたと
思います。ここ（白百合女子大学図書館）においてあるの
も、読み込まれて、傷んでいます。
石井 アルスの方がいわば「赤い鳥」的な高級感、『小学
生全集』の方が菊池寛がやっていたので大衆的に作って
ある、そういうことなんでしょうね。
松井 私は『小学生全集』の方しか知らないわ。
石井 『小学生全集』はソフトカバー、柔らかい。アルス
の方はハードカバー、硬く作ってある。あとから全巻買
うことも……、予約制出版だったので。
松井 ああ、それで家にも全部っていたのですね。
石井 そうですね、もう少し調べてみる必要があるかもし
れませんね。
笛木 わかりました。ありがとうございます。これはもう、
全然思いも及ばなかったので、貴重な情報になります。
石井 ターゲットとする巻は1、2巻しかないので、神話
を載せている巻がどれかは調べればすぐわかりますよ。
笛木 あとは神話ではないところに入っている可能性もあ
りますか。
石井 それはありますね。ちょっと時局がらみの、戦意高
揚に近いようなもののなかに、突然入っている可能性も
ありますね。菊池寛が書いているんだけど、他人の名前
で出したりすることやその逆もあって、出典不明のコー
ナーもありますので、注意しないといけないですね。マ
スールの家では買われていたのですか。
松井 『小学生全集』は全部っていて、何度も読み返し
ていました。
石井 『小学生全集』を覚えている人は結構いるんですよ。
意外ですけれど、詩人の吉岡実とか、『小学生全集』を
友人から借りてずっと読んでいたとエッセイで書いてい
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たりします。
松井 大国主命とか、歴史的なものもいくつか覚えていま
す。
石井 そう、そういう日本神話もあったりするので……。
松井 とっても楽しく読めました。
石井 何かの作品が「赤い鳥」のものの再録だったという
可能性もあるかもしれない。
［資料が机上に並べられる］
石井 これ（『小学生全集』第7巻 日本童話集（上）昭39）
を今、ちょっと持ってきたんですけれどもね。
松井 ああ、そうそう、それ、懐かしい。
石井 ここ（背表紙の綴じてある所の色）が赤いのと青いの
とがあってね。
松井 そう、青いのはちょっと難しくてね。
石井 いちばん最初に童話集があって、これは再版なので
色が違うんですけれどね。これの冒頭に澄宮様のお歌
（「スミノミヤサマノオウタ」）とかね。
松井 そう。この巻は特によく覚えている感じ。「うらし
ま太郎」でしょ……。そして……。
石井 これは再版版なので会社が違う（興文社の単独出版）
のですけれども……。
松井 「うばすて山」「羅生門」……、これ、こういうの。
小さい時だから、これを何度も何度も読み返したり、読
んでもらったりしていました。
石井 今見ると、カタカナだから却って読みにくいのだけ
れども。この時代だからね、読めちゃうんだよね。
松井 1年生はカタカナから始まりましたから、当然読め
たのです。
石井 これがもう一つのアルスの『日本児童文庫』。
松井 あら、現代の子どもたちには、難しいのでしょうね。
「モモタラウ」だとか、「テフテフ」だとか。
笛木 なるほど、こちらは昭和4年なんですね。あ、ここ
に初級用と上級用って……。
石井 これ、再版の時に分け直したのもあるんですけど。
松井 宗教童話でもないでしょうね。
石井 どこかのコラムみたいなところに、パッと出ている
こともありうるので、難しいんですけれどもね。まあ、
うまくヒットするかどうか。こっち（アルス）の方が、
短いのがぴゅっと載っていたりして。「日本人と西洋人
と黒ん坊」の再話が載っているとしたら、こんなイメー
ジでしょうかね。アルスの方が、日本神話伝説集の巻は
柳田国男が書いていたりして、高級なんですよ。
松井 それはいつ頃出ているの。
石井 ほぼ同じ時期ですね。
こっちを買っていた人と、こっちを買っていた人と、
商売合戦で。お互い広告費を使いすぎて潰れたという、
有名な話なんです。これをえて入れる本棚を買いまし
ょう、と。まあ、円本の全集の流れなんでしょう。遠藤
周作さんはやっぱり「少年楽部」や『小学生全集』を
読んでいたでしょうか。
松井 読んでいらっしゃったと思いますよ。
石井 じかに子どもの時の読書の話なんかはあまりしなか
った？
松井 ええ。
石井 何で言わなかったんだろう。
松井 私たちみんな、あまり子どもの頃の話はしませんで
した。遠藤さんからも大連で苦労したお話は聞きません
でした。
笛木 ご両親が離婚なさいましたし、お兄さんはとてもよ
くできたけれども、遠藤さんはあまりできなくて、犬と
いつもしゃべっていたと……。あまりよい思い出がなか
ったのかもしれません。
松井 ご自分で何かの本に書いていらっしゃいましたね。
でも作文詩はお上手だったようですよ。何かにお母様
が晩年まで大事に持っていらっしゃったと書かれていま
したから。
笛木 大連の新聞に載ったりして。（注9）
◇質問2「遠藤周作 未公開書簡 友人である修道
女への手紙（六通）」（「三田文学」88－99号、平21
11）について
笛木 「三田文学」に、先生宛の遠藤周作さんの6通の書
簡が掲載されました。こちらの日付が従来の年譜と合わ
ないところがいくつかありまして……。
松井 手紙は、私コピーして、実物は白百合女子大学の図
書館に寄贈しました。私が持っていると、どなたかにお
見せする度に封筒から出して、広げたりたたんだりして、
折り目が破けそうになってきて、紙の色も変わってきた
ので、もっと大事に保管しなければと思ったのです。
日付のことは「三田文学」でも気がついてくれて……。
［松井先生、コピーのファイルしてある手紙や記事などを確認
して下さるが、封筒はない。書簡コピーをご覧になり］あら、
文章に日付は入っていないんだわね。
封筒と手紙は図書館3階に貴重本としてしまってある
ので、それで日付は調べていただかないと。自筆の手紙
のコピーは取ったけれども。加藤宗哉さん（注10）に伺う
と、「三田文学」に載せるには大分苦労して、封筒の消
印で年月を特定したと言っていらっしゃいました。
笛木 消印がとても見にくかったということですね。それ
では、まず「三田文学」に掲載された6通のお手紙を整
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理します（日付は「三田文学」のもの）。
1通目 昭和35年9月18日消印、目黒区駒場から
冒頭「突然、見憶えのある名と見憶えのある字体の手紙
にびっくりもし、また大変うれしく思いました。」
＊10年ぶりのお手紙。「おバカさん」、ヨーロッパとエル
サレム旅行のことが書かれています。
2通目 昭和36年1月4日消印、目黒区駒場から
冒頭「お手紙本当に有難う。とても嬉しく何度も何度も
拝見しました。」
＊「火山」の書評のことが話題になっています。
3通目 昭和36年10月22日消印、慶應病院別館4階から
冒頭「旧友というものはいつまでも良いものだと、お手
紙拝見して、とても嬉しく思いました。」
＊「今度だす 聖書のなかの女性たち」と書かれています。
4通目 昭和38年10月18日消印、慶應病院別館4階から
冒頭「久しぶりに貴方からのお手紙、本当に嬉しく拝見。」
＊五月に退院、九月上旬、ふたたび入院、来月手術と書
かれています。
5通目 日付不明 ※昭和四十年の初めと思われる、差出
人住所ともに不明
冒頭「久しぶりでお手紙を頂き、私がどんなに嬉しかっ
たか御想像下さい。」
＊一昨年十二月、三度の手術を終え、七月にやっと退院
と書かれています。
6通目 昭和42年7月31日消印、軽井沢から
冒頭「思いもかけずお手紙頂き、びっくりいたしました。」
＊「沈黙」のこと、1月のエルサレム行き、8月29日のポ
ルトガル行きの予定が書かれています。
以上、6通のうちの、1通目は合うのです。お手紙の
中に「昨年、十一月からぼくはヨーロッパにまた行き、
エルサレムに行きましたよ」とありますが、これが「遠
藤周作年譜著作（主な作品と全著書）」
（注11）の、昭
和34年11月の「サド研究のため二度目の渡仏。二カ月
ほどフランスに滞在し」、その後「スペイン、イタリア、
ギリシャをまわり、エルサレムに寄って翌年一月に帰国」
と合致します。
2通目の話題を確認します。「火山」は、昭和34年1
月から10月まで「文學界」に連載されました。
松井 2通目の「火山の件」というのは、「声」の昭和
35年11月号に「火山」についての壺内神父の評（注12）
が掲載されたことについてです。「声」はカトリックの
雑誌です。
笛木 1960年の11月ですね。
松井 この中の、遠藤さんが手紙に「心配しないでいいよ、
大丈夫」と書いているのは、「声」誌の「火山」の評に
ついてですから、手紙は昭和36年で合っています。
笛木 わかりました。
その次のお手紙、3通目が問題なのです。
「手術はやがて一ヶ月後になります」ということは、
昭和36年10月22日消印と読み取っていますから、昭
和36年の11月から12月にかけて手術をするというこ
とになりますよね。年譜によると、昭和36年は1月に
2回、12月に1回計3回手術をしています。ですから、
手紙の中の手術の日程自体は合います。
けれども、手紙の文言と、実際の病歴、手術歴にはず
れがあるのではないでしょうか。手紙に「この手術は随
分痛い、苦しいものらしいですが」と書かれていますが、
もしこれが昭和36年だとすると、既に2回手術をなさ
っているので、痛くて苦しいのはご存じのはずなのです。
さらに、先を読んでいくと、「今度だす 聖書のなか
の女性たち」とあるのですけれども、これも合いませ
ん。『聖書のなかの女性たち』が本として出たのは、昭
和35年12月なので、手紙の日付、36年の10月だと、
もう既に出ているはずですから、「今度だす」というの
はおかしいのです。ですから、内容からいくと、昭和35
年の手紙ではないかと思われます。
松井 『聖書のなかの女性たち』は、3度目の手術の前に
本は出ているんじゃないかしら。
笛木 そうなんです。3度目の手術よりももっと前、1年
前です。私も昭和35年の奥付を見ました、角川からの。
松井 ［『聖書のなかの女性たち』を取り出される］昭和35年
12月25日初版発行となっているわね。
笛木 そうすると、このお手紙が昭和36年だとすると、
やはり「今度だす」というのは変ですね。
4通目の昭和38年10月18日の消印とされるお手紙
も合いません。
手紙には、5月に退院して、でも9月上旬にぶりかえ
して、再び手術、入院しなければならなくなったと書い
ていらっしゃるのですけれども、年譜によれば、この年
は手術をしていらっしゃいません。36年の12月の手術
後、37年5月に退院なさってはいますが、37年にも手
術はしていませんから、内容からいうと、これも昭和
36年ではないかと思うんです。
松井 それじゃ、図書館に行って、封筒を見れば分かるの
ではないかしら？ この日付に加藤さんも苦労したって
おっしゃっていました。ひとつやっぱり違っていたと言
って、あとは大体見つかったようなこと……。
私の覚えているのでは、「突然見憶えのある字体の手
紙にびっくりし、また嬉しく思いました」という手紙が、
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「びっくりし」とあるので、いちばん最初だと思います
けれど。
笛木 昭和35年の。これは「三田文学」でも1通目に掲
載していて、問題ありません。
松井 その次が、「旧友というものは」っていうのね。
笛木 ちょっとお待ち下さい。今、「三田文学」では、2
通目が「お手紙本当に有難う。とても嬉しく何度も何度
も拝見しました」というのが来ています。「旧友という
ものは」は3通目です。
松井 ［ご自分のファィルの手紙をご覧になりながら］2通目は
「手術はやがて一ヶ月後になります」……。
笛木 あ、それは「旧友というものは」で始まる手紙の中
の一節ですから、「三田文学」では、3通目になってい
ます。やはり違いますね、順番が。「三田文学」に載っ
ているのだと、1通目が「突然、見憶えのある」、2通目
に来ているのが「お手紙本当に有難う」です。
松井 やっぱり、封筒を見ないと分かりませんね。加藤宗
哉さんにも聞いてみます。
石井 どういうところから調べるのかなあ。封筒からだけ
でわかるかどうか。日付がわからなければ、切手の種類
からとか。そのデザインの切手は何年でないと発売され
ていないとか。
笛木 内容からすると、やはり合わないので、封筒を見せ
ていただきたいですね。もし、「三田文学」に掲載され
た順序、日付が合っているとすると、遠藤周作の従来の
年譜の日付と整合性が保てなくなりますから。（注13）
◇遠藤周作との交友関係について
◆遠藤さんの年賀状
［何枚か年賀状を見ながら］
松井 これが昭和60年、これが昭和61年……、年賀状は
日付が何年ときちんと書いてありますから、すぐ分かり
ますね。住所も、町田のも代々木のも中町、富ヶ谷の代々
木ハイムのも。
これは日本画、習うか何かしていらっしゃったのよ。
ご自分で書いた書いたと、得意になっていらっしゃいま
した。
笛木 よく犬の絵をお描きになるんですよね。その犬の絵
によく似ているので。
松井 これがそうですね。
笛木 犬の絵の虎版ですね。
松井 寅年ですからね。
◆遠藤さんの心遣い
松井 加藤宗哉先生は、函嶺白百合（注14）の時、今までい
らっしゃった先生が丁度退職された時で、遠藤さんに、
「今、男の先生がいらっしゃらないのよ」と何かの話で
ちょっとお話ししたら、「男の先生がいないなんて、ダ
メだ。家庭にだってお父さんとお母さんがいるじゃない
か」って、突然受話器を取って、加藤宗哉先生、泉秀樹
先生（注15）に「函嶺白百合に行かれないか」ですって。
こんなことで思いがけず、箱根強羅の函嶺白百合までき
ていただくことになりました。
笛木 先生のご著書『ひよこのあゆみ』でも触れていらっ
しゃいますね。
それにしてもお手紙からも、こうしたお話からも、遠
藤さんにとって、先生はとても大事な方でいらっしゃっ
たのですね……。
松井 いえ、そんな……。でも、細かい心遣いをして下さ
ったのは本当です。昔の修道院は、お手紙をお友達に書
くことは許されませんでした。もし、必要な時はお手紙
を封筒に入れてそのまま修院長様にお渡ししました。お
友達からくるお手紙もです。封を切って渡されますが、
遠藤さんからのお手紙には「切手」がちゃんと入ってい
ました。それで修院長からお見舞いのお手紙を書きなさ
い、と言われて何回かお手紙のやりとりができたのです。
函嶺白百合に転任になり、四谷で会議があるため、東京
に出てくる機会もできました。それを遠藤さんにお知ら
せすると、それなら樹座の公演にも是非と、お手製の招
待券を送って下さいました。
笛木 そうですか、すてきですね。あと、遠藤さんが『夜
と霧』の講演会をなさった、と先生は『ひよこのあゆみ』
に書いていらっしゃるんですけれども。
松井 講演会があったのは、昭和45年11月15日、仙台
白百合短期大学祭記念講演会の時です。私はその時、転
勤で盛岡にいる時でしたが、仙台から是非と呼ばれて大
喜びで、空港までお出迎えに行きました。卒業以来はじ
めて、20数年ぶりの再会です。本当に嬉しかったこと、
空港からは遠い仙台電力ホールまで、お話は尽きず、あ
っという間に到着してしまいました。
講演は「一冊の本」と題して、フランクル著『夜と霧』
について、あの苛酷な生活の中で、一個のコッペパンを
病気の仲間に置いていった一人の囚人の話、「あまりに
も悲惨な状況の中に、あまりにも美しい人間がえがかれ
ている。人間はすばらしい、人間の自由はすばらしい」
と遠藤さんは語ったのです。
講演が終わっても、当時仙台でいちばん大きいといわ
れた電力ホールを埋め尽くした聴衆の拍手は、いつまで
もいつまでも響き渡っていたといいたいほどでした。
私は何か、尊い、美しい、大事な大事なものを与えら
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れたような感激で控え室に戻りました。この日は一日、
本当に嬉しい、喜びの一日となりました。
◆学生時代の遠藤さんとの交友
松井 学生時代、夏休みに2回ぐらい、吉田さん（注16）と二
人で本郷西片町のわが家に訪ねていらっしゃいました。
このことは『聖書のなかの女性たち』「秋の日記」に出
てきます。大きな椅子に、主人顔で腰かけて……。
仏文科の学生でしたから、自然にフランス語の話、本
の話になりました。予科（昭和20年）ではドイツ語を専
攻していたけれど、フランス文学が好きで、仏文に移っ
たのだと聞いていました。一緒に本を読もうとすると、
何か発音がおかしいのです。「こう読むのよ」と本をと
りあげて大声で読んだり、……歌もうたったりしました。
「仏文科なのにフランスの国歌も知らないの？」とマル
セイエズMarseilaiseを歌い出したりして。
［松井先生、「LaMarseilaise」の出だしを歌って下さる］
AlonsenfantsdelaPatrie,
Lejourdegloireestarrive!
Contrenousdelatyrannie,
L・etendardsanglantestleve,
歌い出して……。そうすると、「あ、覚えられるかな」
なんておっしゃって。
じゃ、易しいの教えてあげるって言って、みんなが知
っているいちばん易しいのを歌いました。
［松井先生「FrereJacques」を歌ってくださる］
FrereJacques,FrereJacques,
Dormez-vous?Dormez-vous?
Sonnezlesmatines!Sonnezlesmatines!
Ding!Ding!Dong!Ding!Ding!Dong!
笛木 遠藤さんも歌われたのですか。
松井 ええ、真似して少し歌って下さったと思うけど。
そんなお話をしているかと思うと、モーリヤックの小
説はすばらしいのが沢山あるのに、日本語にまだ少しし
か訳されていない、「一緒に訳そう」と明日からでも始
めそうな話し方。そうかと思うと、今、卒業論文のため、
ジャックマリタンの『形而上学序論』を読んでいて、
「ここには……」と難しい学説。私にはとてもお相手の
できない話にかわります。
笛木 そうですか。
また、遠藤さんは、靴みがきのアルバイトのことをよ
く書いていらっしゃるのですが。
松井 何人かの学生が靴みがきをしているとは聞いていま
したが、遠藤さんの姿を見たことはありません。
笛木 他に代返をするとか、ノートを借りてきて、それを
写してお金にするなどというお話も出てきます。
松井 お金にするとは聞いていませんでした。ノートを借
りに来る学生はいました。遠藤さんもその一人。
いきなり廊下で「松井さーん、西洋美術史とっている
でしょう。ノート貸しな」って、無理矢理持って行って
しまうの。
石井 笛木 ［笑］
松井 「いつ勉強してるの、いつも大学来てるじゃない」
なんて言われるくらい、私は毎日授業に出ていました。
日本美術史もとっていましたので、そちらの科目の試験
はレポートでしたから、レポートを提出することにして、
西洋美術史はあきらめました。
『聖書のなかの女性たち』を読むと、「僕が卒業できた
のは、松井さんのおかげです」と書いてありますけれ
ど……。
石井 ノートは返ってきたんですか。
松井 返ってはきましたが……。
石井 あ、テストが終わってから。
松井 3日か4日経ってから。「ありがとう」って。
石井 当時、美術史なんか何人くらい、授業聴いていたん
ですか。
松井 20人くらい。
石井 そういう規模ですか。そうすると、あの人からノー
ト借りようってなるわけですね。今みたいに200人とか
じゃないから。
松井 そうそう。西洋史の演習になると、5～6人でした。
◆函嶺白百合学園での再会のこと
［写真を見ながら］
松井 遠藤さん、大きいんですものね。
笛木 180cmくらい。
松井 この写真（富士山を背景にした松井先生と遠藤さんの写
真）を見ても、私とこんなに違いますもの。だから私が
一緒に歩くと、ちょこちょこついて行くように見えて
「ひよこ」っていうあだ名をつけられてしまいました。
その頃、函嶺白百合の先生をしていらっしゃった加藤
宗哉先生、泉秀樹先生の発案で龍之介さん（遠藤さんの
ご長男）に講演をお願いすることにしました。父兄同伴
というのでしょうか、お父様おつきそい？ ご一緒に来
てくださいました。車での御殿場まわりで、写真を見る
と富士山がとってもきれいでしょう。
教室より少し広い音楽室で龍之介さんの講演がはじま
ると、後ろにおとなしく坐っていましたが、途中でそー
っと二人で抜け出して、屋上で箱根の山々を眺めながら、
学生時代のことを話したり、再会のひとときを楽しみま
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した。
龍之介さんのお話が終わると、教室での昼食、ご持参
のサンドイッチを生徒と一緒に召し上がりました。
その後、座談会で、「何か質問はあるか？」と気軽に
おっしゃると、一人の生徒「はーい、役者には、どうす
るとなれるのですか？」と質問すると、「ああ、君なら
なれるよ。泥棒とか……、何かに」。生徒は大笑い、教
室には喜びがあふれていました。「サインしてください」
と何人も何人もの生徒が本をかかえてきていました。
笛木 その生徒さんは、遠藤さんのどんな本を読んでいら
っしゃったのですか。
松井 加藤宗哉さんが国語の先生でしたから、いろんな本
を読んでいたと思いますよ。
笛木 この頃、残念ながら本屋さんの、遠藤周作コーナー
がだんだん小さくなってきまして、手に入れにくい本も
増えているので、気になります。
松井 でも、周作クラブは人数が増えてきているって伺っ
ていますよ。
笛木 アンソロジーは毎年のように出版されていますね。
◇『聖書のなかの女性たち』の中の 孤独について
笛木 先生、あとひとつだけ伺ってもよろしいですか。
『聖書のなかの女性たち』で遠藤さんが最後に、「秋の
日記」という章を単行本になる際につけ加え、その冒頭
の章「十月某日（ひよこの話）」に、先生のことを書い
ていらっしゃいます。そのいちばん最後のところに「我々
は誰一人としてひよこの孤独を知らず、ひよこの心の闘
いを想像もしていなかった」と書いていらっしゃるので
すが、この「孤独」という言葉には、通例の意味とは違
うものを感じるのですが。
松井 お手紙に何と書いたか、覚えていないのですが……。
遠藤さん、孤独について、きっといろいろ考えてい
らっしゃったのだと思いますよ。本当の「孤独」とは何
か……。「孤立」ではない、もっと深い意味が……、と。
ご自分の病院での体験からも。孤立ではない、何かを。
そして思いつかれたのが、私の手紙の、一見孤独と思
われるような修道生活。お隣の病室の若い妻、「わたし
の咽喉が痛いとき」の詩の孤独を深く考えられたのだと
思います。
遠藤さんも、言葉では「孤独」とはおっしゃらずに、
この「秋の日記」を通して、遠藤さんの考えついた「孤
独」、「孤独」の深い意味を表現なさったのだし、読者の
皆様にも、「孤独」の深みを悟って欲しい、味わって欲
しいとお思いになったのではないでしょうか。
笛木 なるほど。やっぱり遠藤さんご自身の心情と合うと
ころがあったということなのですね。単なる孤独という
ことだと、この後の神とともにというところがうまく続
かないので、疑問に思っていました。
松井 何と言ったらいいでしょう。あまり狭く考えないで
孤独を受けとった方がよいのだと思います。神さまとい
うのは、すべての人の中にいる、神と共にいる孤独なの
ですね。すべての人の中に神が。遠藤さんはそういう誰
もいなくて一人で寂しいという孤独のことをおっしゃっ
ているのではないのだな、と取っていました。（注17）
笛木 ああ、わかりました。ありがとうございます。
今日は長い時間、貴重な機会を設けていただきまして、
ありがとうございました。
（注1）「黄色い人」2つのエピグラフ
神さまは宇宙にひとりでいられるのがとても淋しくなら
れたので人間を創ろうとお考えになりました。そこでパン
粉を自分のお姿にかたどってこねられ竈でやかれました。
／あまり待ちどおしいので、五分もたたぬうちに竈をおあ
けになりました。もちろんできあがったのは、まだ生やけ
の真白な人間です。「仕方がない。わしはこれを白人とよぶ
ことにしよう」と神さまはつぶやかれました。／こんどは
失敗にこりて、うんと時間をかけることになさいました。
すこしウトウトとされているうち、こげくさい臭いがしま
す。あわてて蓋をおあけになると、真黒にやけすぎた人間
ができているではありませんか。「しまった。でも、これは
黒人とすることにしよう」／最後に神さまはいい加減なと
ころで竈をひらかれました。黄いろくやけた人間が作られ
ていました。「なにごとも中庸がよろしい」神さまはうなず
かれました。「これを黄色人とよぼう」（童話より）
我汝の業を知れり。即ち汝は冷やかなるにも非ず、熱き
にも非ざるなり。寧ろ冷やかに或いは熱くあらばや。然れ
ども汝は冷やかにも熱くも非ずして温きがゆえに、我は汝
を口より吐き出さんとす。（黙示録）
（『遠藤周作文学全集』6、平1110、新潮社 引用にあたり、
ルビは省略した。）
（注2） 丹野てい子「日本人と西洋人と黒ん坊」
むかしむかし大昔、この廣い廣い世界中に、まだ人間と
いふものが一人も住んでゐなかつた頃のことでした。／或
日、神樣は土で竈をお拵へになりました。それから白い柔
い土で、人間の形をしたものをお拵へになつて、それを竈
の中へ入れてお燒きになりました。／ところが、運わるく
火の氣が少し足りなかつたものですから、思ふやうに心ま
で燒けませんで、その儘白く固つてしまひました。／神樣
は、「これではならぬ」とお思ひになつて、二度目には、火
をどつさり熾して、思ひ入れ念入りに燒いて御覧になりま
した。すると、今度は火力があんまりすぎたので、折角
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の土の人形が、眞黑焦げになつてしまひました。／神樣は、
大へんがつかりなさいましたが、しかし「今度こそは三度
目の正直だぞ」と仰やりながら、また新しい人形を拵へて、
竈の中へお入れになりました。ところが、今度はつやつや
と透きとほる位いい色に、うつすら味をおびて上手に燒
けあがりました。／神樣はにこにこお喜びになりました。
そしてすぐにこの三色の人間を、世界の要所要所へ、別々
にわけてお住せになりました。
（「赤い鳥」1－1号、大77 引用にあたりルビは省略し、
適宜新字体を用い、踊り字は通常表記に改めた。）
なお、石井先生がエピグラフに類似したこの作品を発見
された経緯については、石井直人「遠藤周作『黄色い人』
のエピグラフの出典について」（「白百合女子大学児童文化研
究センターブログ」http:/jido-bun.blogspot.jp/ 平2411
28付）を参照されたい。
（注3）「よく焼けた人間 ピマ族」（編者 リチャードアー
ドス＆アルフォンソオルティス 訳者 松浦俊輔 西脇和子
岡崎晴美ほか『アメリカ先住民の神話伝説（上）』平95、青
土社）。概要は以下の通りである。
世界を創造した 魔術師は、何かが欠けていると感じ、
かまどを造り、粘土で自分のような形を作る。魔術師が
薪を集めに出ている隙に、コヨーテが人間像の形を変え
てしまう。焼き上がったものは犬であった。魔術師は再
び男と女の人間像を作り、焼いた。「もうできたよ」という
コヨーテの声に取り出すと、なま焼けだった。「こいつ
たちはここに住む者じゃない」ので、再び作った。頃合い
と思ったが「まだできてない」という コヨーテの言を
うけて、時間をかけたところ、焼き過ぎで「ここの者」で
はなかった。4回目に コヨーテの言うことを聞かない
で焼いた人間は、なま焼けでも焼き過ぎでもなかった。ま
さにここに住む者、プエブロインディアンができあがった。
（注4） 戦時中、第1エピグラフに類似した話が流布してい
たことは、大久保房男「戦前の小説と戦後の小説のちがい」
（『戦前の文士と戦後の文士』平245、紅書房）にも見られる。
戦時中は、あらゆる民族の中で大和民族は最も優秀な
のだと思い込んでいた日本人が多かったかもしれないが、
それは昭和になってから生れた人たちで、私たちのよう
な大正生れや、それ以前に生れた人たちにはそう思う人
はあまりいなかっただろう。神様が人間を創造する時、
陶器を造るように粘土の人形を焼いて創ったが、最初は
火が強すぎて黒い人間が出来てしまった、それが黒人で、
その失敗に懲りて火を弱くして焼いたら白い人間が出来
てしまった、それが白人で、三度目に丁度よい温度でや
っとうまく出来上ったのが黄色人種なのだ、という他愛
ない話までつくって、黄色人種である大和民族は優秀な
のだということを、戦時中には子供にまで教育していた
が、それが敗戦によって日本人はすっかり自信を喪失し
てしまい、些細なことでも何かまずいことがあると、「だ
から日本人は駄目なんだ」と人々はすぐ言った。その言
葉を聞かなかった日がないくらいだ。
（注5）『日本児童文学大事典』1（平510、大日本図書）の
「鈴木三重吉」の項（勝尾金弥担当）に、「谷崎潤一郎、小宮
豊隆、久米正雄、小島政二郎、丹野てい子、口やす子そ
のほかの名で誌上に発表されているが実は三重吉作のもの
があるという」とある。
（注6）『県立神奈川近代文学館収蔵文庫目録13 鈴木三重吉
赤い鳥文庫目録』（平153、県立神奈川近代文学館、財団法
人 神奈川文学振興会）
（注7）「赤い鳥」1－3号（大79）の「通信欄」で、1号に
載せた「大いたち」について、「あの話は、KatharineB.
Judsonといふ婦人が編纂した MythsandLegendsof
BritishNorthAmerica（A.C.McClurg&Co.,Chicago）
の第一四二頁 ・WolvereneandtheGeese・（東部エスキ
モー人の民話）を私の表現で再話したのです」とし、さら
に「原本には、北米土人の神話傳が百ばかり	入つて
をります」と書いている。
その後の調査で、上記書籍の 1917年版が、TheNew
YorkPublicLibrary（https:/archive.org/details/myths
legendsofbr00juds）でPDF公開されていることがわかっ
た。三重吉の「大いたち」の典拠、・WOLVERENEAND
THEGEESE・もその言に違わずP142に載っている。こ
の書籍の ・ORIGINOFRACES・（P109）を丹野てい子「日
本人と西洋人と黒ん坊」の典拠と同定してよかろうと考える。
ORIGIN OFRACES1
Cree
WHEN GreatOnemademankind,hefirstmadean
earthoven.Thenhemodeledamanofclayandput
him intobake.Hewasnotbakedenoughandcame
outwhite.GreatOnetriedagain,butthistimehe
bakedthemantoolong.Hecameoutblack.The
thirdtimeGreatOnebakedthemanjustthecorrect
time,andhecameoutred.Thatiswhydifferent
raceshavedifferentcolors.
1 ToldbyalCreeIndians,butofcourseinfluencedby
contactwiththewhiterace.
なお、この書籍はKESSINGER PUBLISHING
,LLC
WWW.KESSINGER.NETから復刻出版されている。
（注8）「サトウ」『小学生全集』第24巻（西条八十 日本
童謡集初級用、昭26所収）
（注9） その後、エッセイ調査、656目にして、遠藤周作が
「赤い鳥」を読んでいたことを記した文章を見つけることが
できた。「久世先生のこと、クロのこと」（『遠藤周作文学全
集』13、平125、新潮社）に小学三年生の頃、大連で「先
生が貸してくださった本のなかに例の 赤い鳥がある」
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と明記している。
なお笛木は、この鼎談で得た情報を活かし、平成25年9
月21日、2013年度第8回遠藤周作学会全国大会にて、
「黄色い人における第一エピグラフについて」と題して
井上氏と共同で報告を行った。
（注10） 作家、「三田文学」編集長。昭和43年に1年間の約
束で遠藤が「三田文学」編集長を引き受けた時、学生とし
て編集に参加した。著作に『遠藤周作おどけと哀しみわ
が師との三十年』（平11、文藝春秋）、『遠藤周作』（平1810、
慶應義塾大学出版会）がある。
（注11） 加藤宗哉『遠藤周作』（平1810、慶應義塾大学出版会）
（注12） 壺内神父「書評 遠藤周作 火山」
（注13） この書簡については、鼎談後、白百合女子大学図書
館で閲覧させていただいたが、年月の問題のほかにも指摘
すべき点があるので、稿を改めて検討する予定である。こ
こでは松井先生に、先生ご自身のご記憶と「三田文学」の
掲載順が違うことの確認をお願いした。
（注14） 松井先生は白百合学園中学高校をはじめ、仙台
盛岡函嶺の教諭教頭校長を歴任され、白百合女子大
学児童文化学科の創設にもあたられた。
（注15） 作家。産経新聞勤務を経て、「製博物館」（昭48）
で新潮新人賞受賞。『遠藤周作の研究』（昭546、実業之日
本社）編集。
（注16） 吉田俊郎。『聖書のなかの女性たち』「秋の日記」の
「十月某日（ひよこの話）」にも登場する。慶應大学で西洋
史を学んでいた上級生で、遠藤は恩師、佐藤朔の家で彼と
出会い、仲よくなる。鎌倉文庫に勤めていたが、彼の誘い
で久しぶりに会った翌々日に自殺し、遠藤にショックを与
えた。『落第坊主の履歴書』（平52、文春文庫）に詳しい。
（注17） その後、「孤独」について、松井先生が平成25年9
月11日付、笛木宛私信で補足をして下さった。
お手紙（3通目 昭和36年10月22日消印、慶應病院別
館4階から「旧友というものはいつまでも良いものだと」）
の中に、「あなたのお手紙がどんなにぼくを慰め、励して
くれましたことか。本当にありがとうございました。あ
のお手紙を拝見しているうち、今度だす 聖書のなかの
女性たち（中略）の最後の章これがどうしても書けず
困っていたのですが、急に光がさしたように何か書けそ
うな気がしました。」とあります。
それで「秋の日記」を読んで思いつくことは、「孤独」
とか「連帯」について、考えていらっしゃったところだ
ったのではないかということです。
私の考えでの「孤独」は、「私たちは神の中にいる」、
あるいは「神は、すべてのものの中にいる」と言った方
がわかりやすいかもしれません。孤立とは違う、という
ことです。神はすべてのものの中にいる、というのも、
神の働きは、いつでも、誰にでも、どこにでも、という
ことを言いたいのです。遠藤さんは、いつでも、神とい
う言葉は使わないのです。
「秋の日記」の書き出しは、「病室は栗やけやきの樹木
に覆われた谿の上に面している。夜になるとこの谿から
風が吹きあげ、それらの樹木にぶつかり、ひくい音をた
てる」。いかにも、静かな……孤独を感じさせる表現です。
そして「風」が吹く、というのも、いつも遠藤さんの
「神の存在」を表す、感じさせようとする言葉です。キリ
スト教的に言うと、「風」は「神の息、神の息吹」となる
のです。他の作品をみても、たとえば「わたしが棄て
た女」でも、神の声とか、すすめ、などどは言わず、
「ミツ」本人も気がつかず、風が吹いて……そして、神の
声、人に対するやさしい心をおこさせ、親切な行いをす
るのです。愛の行い、風は神の声に気づかせます。遠藤
さんの文章には、気をつけると本当によく風がふいてき
ます。それは、みんな、ただ風が吹くのではないのです。
私たちは「神とともにいる」のです。このことは、「秋
の日記」の「十月某日（愛について）」「十月某日（連帯
について）」の隣の病室での出来事にあります。若い細君
の話です。苦しみの分かちあい、神とともにいるのです。
そして、次の「十月某日（一つの詩から）」で、「わた
しの咽喉が痛いとき／あの子の咽喉も痛み／……」、「こ
の あの子というのが少女にとってキリストをさして
いることは言うまでもない」、と遠藤さんは書いています。
「神と共にいる」、神とのつながりを通しての人とつなが
り、苦しみを分かち合う。
「十月某日（愛について）」「十月某日（連帯について）」
に書かれているところに遠藤さんの「孤独」について、
と神様との連帯についての考えがあらわされているので
はないでしょうか。
私の手紙を読んで、ということですが、何を書いたか
覚えていません。お手紙の文面から考えて、「あの人の姿
が心に浮かぶ」ということですから、何か連帯性、お互
いに神と共に生きていることを感じさせたのではないで
しょうか。
修道院に入ったということが、何か「孤独」という言
葉につながったのかもしれません。直感的にはそう感じ
たかもしれません。でも、遠藤さんもカトリックの信者
ですから、修道生活のこともよく知っているはずです。
私も、遠藤さんが厳しい修道生活を送っていると想像さ
れるのではないかと思ったので、突然、何年かぶりで、
初めてお手紙を出すので、修道生活はそんなに厳しいも
のではなく、普通のみなさんと同じような生活ですよ、
ということを書いたと思います。私たちの生活は「神と
共にいる生活」そして、また、みなさんとの「連帯の生
活」であると書いたと思います。
（ふえき みか 日本語日本文学科）
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